
こ
の
た
び
、
公
益
社
団
法
人
黒
石
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
３
年
の
創
立
以
来
、
30
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
10
周
年
、
15
周

年
、
20
周
年
に
続
き
、
記
念
誌
を
発
刊
で
き
ま
す
こ
と

は
誠
に
慶
賀
に
堪
え
ま
せ
ん
。

創
立
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
間
、
当
セ
ン
タ
ー
を

取
り
巻
く
環
境
は
年
々
変
化
し
て
い
き
、
会
員
数
の
大

幅
な
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
事
業
実
績
の
低
下
な
ど
多
く

の
困
難
に
直
面
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
、

今
に
繋
ぐ
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
黒
石
市
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
諸
機
関
、
各
企
業
及
び
地
域
の
皆
様
に
温
か

い
ご
理
解
、
ご
支
援
を
頂
い
た
賜
物
で
あ
り
、
深
く
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

10
年
前
と
い
う
と
、
未
曽
有
の
大
災
害
「
東
日
本
大

震
災
」
が
発
生
し
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
当
時
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
創
立
20
周
年
記
念
事
業
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
状
況
を
鑑
み
て
記
念
式
典
は
中
止
と
い

た
し
ま
し
た
。

30
周
年
こ
そ
は
と
い
う
強
い
意
気
込
み
で
計
画
を
進

め
よ
う
と
し
た
矢
先
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
蔓
延
し
、
多
方

面
に
お
い
て
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
未
だ
に
収
束
の
見

通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で

は
各
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
会
員
、
職

員
各
々
が
感
染
防
止
に
努
め
つ
つ
通
常
ど
お
り
運
営
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら
、

令
和
２
年
度
は
直
近
５
年
間
で
一
番
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

終
わ
り
に
、
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
基
本

理
念
の
も
と
、
地
域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
今
後
と
も
歩

み
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

広報 シルバー黒石（1）令和３年12月１日

第３９号

公益社団法人 黒石市シルバー人材センター 電話（0172）52-5131
FAX（0172）52-5132発行 黒石市大字内町５１番地１（シルバーワークプラザ内）

ホームページ http://sjc-kuroishi.jp/

現在の会員数
男性 124 人
女性 56 人
合計 180 人

黒
石
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

黒
石
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

創
立
三
十
周
年

創
立
三
十
周
年

理
事
長

挨
拶

理
事
長

挨
拶

丹
羽

仁
吉

丹
羽

仁
吉

表紙題字：会員 村上 むつ子 表紙写真：会員 葛西 俊逸



表彰状贈呈表彰状贈呈

感謝状贈呈感謝状贈呈
（※順不同、敬称略）

◇発注者（当センターの発展に寄与し、その業績が顕著な団体）

社会福祉法人 報徳会 株式会社津軽環境

エルナー東北株式会社 医療法人晴山会 山谷胃腸科内科

一般財団法人双仁会 黒石厚生病院 株式会社ホクエツ東北

有限会社サンオート 村上 猛

有限会社居宅支援ハート 倉内 信一

円覚寺 佐藤 鉄広

津軽第一運輸有限会社 木村 彬

（※順不同、敬称略）

◇特別功労者

村上 武麿 村上 豊継

◇２０年継続会員

須藤 倫行 加藤 ツトメ 佐藤 ミチエ 榊 ユキ

佐藤 覚治 千葉 ミサ 須藤 キサ子 北山 将

豊巻 光子 佐藤 正行 中村 栄子 中村 ふな

斎藤 清一 宇野 健一

◇１０年継続会員

對馬 鐡太郎 熊澤 博俊 古川 砡 佐藤 正

福原 礼子 村上 十三男 工藤 喜代治 山内 義親

◇役

工藤 武裕 池内 次男 木村 那智子 三上 謙二

◇職 員

村元 修 佐藤 清仁

員

令和３年12月１日（2）広報 シルバー黒石（3）令和３年12月１日

創立30周年式典挙行 令和３年６月３日 松安閣創立30周年式典挙行 令和３年６月３日 松安閣

公
益
社
団
法
人
黒
石
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
創
立
30
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
３
年
の
創
立
以
来
、
30
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
本

市
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
の
増
進
、
社
会
参
加
を
通
じ
た
地
域
社
会
づ

く
り
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
歴
代
役
員
及
び
職
員
の
皆
様
や
会
員
一

人
ひ
と
り
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
御
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
当
市
に
お
い
て
も
様
々
な
分
野
で
労
働
力
不
足

が
深
刻
化
し
、
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
よ
り
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
い
か
に
地
域
社
会

の
活
力
を
維
持
し
、
高
め
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
長
年
の
経
験
に
よ
り
培
わ
れ
た
技
術
や
知
識
を
活
か
せ
る
「
高
齢
者
が
活

躍
で
き
る
場
」
を
提
供
し
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
就
業
促
進
に
寄
与
す
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
益
々
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
更
な
る
会
員
の
拡
大
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
就
業

開
拓
に
対
す
る
取
組
み
と
と
も
に
、
地
域
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
、
更
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
御
発
展
と
、
関
係
各
位
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

青森県議会議員

鳴海 惠一郎 様

青森県シルバー人材
センター連合会 会長
波岸 正 様

創
立
30
周
年
に
寄
せ
て

創
立
30
周
年
に
寄
せ
て

黒
石
市
長

髙
樋

憲

黒
石
市
長

髙
樋

憲



表彰状贈呈表彰状贈呈

感謝状贈呈感謝状贈呈
（※順不同、敬称略）

◇発注者（当センターの発展に寄与し、その業績が顕著な団体）

社会福祉法人 報徳会 株式会社津軽環境

エルナー東北株式会社 医療法人晴山会 山谷胃腸科内科

一般財団法人双仁会 黒石厚生病院 株式会社ホクエツ東北

有限会社サンオート 村上 猛

有限会社居宅支援ハート 倉内 信一

円覚寺 佐藤 鉄広

津軽第一運輸有限会社 木村 彬

（※順不同、敬称略）

◇特別功労者

村上 武麿 村上 豊継

◇２０年継続会員

須藤 倫行 加藤 ツトメ 佐藤 ミチエ 榊 ユキ

佐藤 覚治 千葉 ミサ 須藤 キサ子 北山 将

豊巻 光子 佐藤 正行 中村 栄子 中村 ふな

斎藤 清一 宇野 健一

◇１０年継続会員

對馬 鐡太郎 熊澤 博俊 古川 砡 佐藤 正

福原 礼子 村上 十三男 工藤 喜代治 山内 義親

◇役

工藤 武裕 池内 次男 木村 那智子 三上 謙二

◇職 員

村元 修 佐藤 清仁

員

令和３年12月１日（2）広報 シルバー黒石（3）令和３年12月１日



令和３年12月１日（4）広報 シルバー黒石（5）令和３年12月１日

年 度 主 な 出 来 事
平成２年度 ３月 公益法人認可
平成３年度 ４月 事務所開設(黒石市老人福祉センター内）
平成５年度 ４月 現在のシルバーワークプラザが完成し、事務所移転
平成13年度 ５月 創立10周年記念式典(津軽伝承工芸館）
平成18年度 ５月 創立15周年記念式典(松安閣）
平成20年度 ２月 ホームページ開設
平成23年度 ５月 東日本大震災の状況を鑑みて、創立20周年記念式典中止

３月 公益社団法人へ移行
平成24年度 ５月 横町かぐじ広場にて、庭木剪定ボランティアの実施
平成26年度 ７月 会員互助会 一泊研修旅行(いわて北三陸震災復興視察の旅）
平成27年度 10月 金平成園クリーン作戦
平成28年度 ３月 家事・介護班による調理講習会の実施
平成29年度 ６月 介護実習・普及センターによる家庭介護講習会の実施
平成30年度 10月 虹の湖クリーン作戦
令和元年度 12月 黒石自動車教習所による自動車運転講習の実施
令和２年度 ６月 コロナ禍により定時総会を縮小開催

10月 創立30周年記念委員会を発足

年度別請負事業実績年度別請負事業実績
項目

年度

会員数（人） 就業実人員
（人） 就業率 就業延人員

（人日）
契約金額（円）

男性 女性 合計 公共 公社・公団 民間 計
平23 227 152 379 279 73.6% 36,228 44,318,755 2,532,184 103,697,070 150,548,009
24 208 120 328 240 73.2% 27,373 36,422,819 2,740,658 71,020,215 110,183,692
25 185 101 286 217 75.9% 20,109 31,963,909 2,156,253 51,921,706 86,041,868
26 167 85 252 197 78.2% 17,580 28,424,123 1,082,815 41,342,907 70,849,845
27 145 68 213 174 81.7% 15,262 25,576,057 1,190,388 34,652,607 61,419,052
28 146 65 211 155 73.5% 15,660 27,913,603 1,124,173 33,285,384 62,323,160
29 145 62 207 152 73.4% 15,140 26,364,702 1,013,111 31,423,913 58,801,726
30 135 64 199 154 77.4% 15,388 30,194,141 1,164,623 32,164,042 63,522,806
令1 133 64 197 160 81.2% 14,049 29,177,116 1,050,640 34,469,283 64,697,039
2 132 61 193 154 79.8% 15,196 33,552,583 987,996 33,526,685 68,067,264



名
誉
会
長

丹
羽

仁
吉

会

長

鶴
谷

博

副
会
長

西
谷

孝

副
会
長

豊
巻

光
子

幹

事

盛

ク
ニ
子

幹

事

工
藤

源
之
助

幹

事

對
馬

正
篤

幹

事

福
原

礼
子

◎
幹

事

大
溝

保
榮

庶

務

山
崎

徹

監

事

石
澤

義
昭

監

事

蛸
島

明
平

◎
は
新
任
役
員

当
セ
ン
タ
ー
で
は
入
会
説
明
会
を
随

時
行
っ
て
お
り
ま
す
。
60
歳
以
上
で
黒

石
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
ど
な
た
で

も
ご
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
い
つ
で
も
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
業
）

※
年
会
費
は
、
年
度
の
途
中
で
入
会
し

て
も
３
，
５
０
０
円
で
す
（
互
助
会
費

含
む
）
。

令和３年12月１日（4）広報 シルバー黒石（5）令和３年12月１日

互助会役員名簿

総
会
の
概
要

令
和
３
年
度
定
時
総
会
が
６
月
３
日
（
木
）
午
後
１
時

か
ら
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
松
安
閣
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
同
様
、
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
と
し
て
、
地
域
班
長
な
ど
に
出
席
者
を
限
定
し
、
委

任
状
を
含
め
る
と
総
数
１
５
０
名
で
し
た
。

議
長
に
は
山
崎

徹
さ
ん
が
選
出
さ
れ
議
事
を
進
行
し

ま
し
た
。

報
告
事
項

報
告
第
１
号

令
和
２
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

報
告
第
２
号

令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
３
号

令
和
３
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告
第
４
号

令
和
３
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

決
議
事
項

議
案
第
１
号

令
和
２
年
度
決
算
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

定
款
の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

決
議
事
項
の
議
案
２
件
を
審

議
し
た
結
果
、
異
議
な
く
原
案

ど
お
り
に
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。総

会
終
了
後
に
は
、
会
員
互

助
会
の
定
期
総
会
、
続
け
て
創

立
30
周
年
記
念
式
典
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
定
時
総
会

入
会
登
録
の
流
れ

事
務
局
へ
来
所

説
明
を
聞
き
、
入
会
に
必
要

な
書
類
を
受
け
取
る

ど
な
た
か
身
近
な
人
に
入
会

の
意
志
を
伝
え
る

書
類
と
年
会
費
３
，
５
０
０

円
を
添
え
て
事
務
局
へ

会員募集のご案内

理
事
長

丹
羽

仁
吉

副
理
事
長

木
村

那
智
子

常
務
理
事

村
元

修

理

事

工
藤

武
裕

理

事

池
内

次
男

理

事

葛
西

俊
逸

理

事

須
藤

幸
四
郎

理

事

西
谷

孝

理

事

石
澤

義
昭

理

事

鶴
谷

博

監

事

三
上

謙
二

監

事

大
平

誠
治

役 員 名 簿



 

 































編
集
後
記

コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
た
30
周
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
に

式
典
を
挙
行
し
、記
念
誌
を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
員
、
職
員
と
も
に
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
い
な

が
ら
、
地
域
の
皆
様
に
寄
り
添
い
貢
献
し
て
い
く
た
め
、
今

後
も
会
員
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
厳
し
い
寒
さ
を
迎
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
だ
け
で
は

な
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
、
感
染
症
に
は
十
分
に
気
を
付
け

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

※
銀
行
振
込
も
し
く
は
事
務
局
で
現
金
払
い

令和３年12月１日（6）広報 シルバー黒石

令和３年７月７日 (水 )
　連合会主催、草刈り班
の12名が参加しました。
　作業中の事故を防ぐた
め、安全就業に対する意
識を改めて認識する良い
機会となりました。

令和３年８月26日(木)
　晴天のもと、東公園
で開催。14名が参加し、
白熱した戦いが繰り広
げられました。
　写真は今大会で優勝
した宇野てちゑさん。

令和３年４月 19日 ( 月 )
　総勢 39名の参加。コロナ禍というこ
ともあり、参加者がお互いに感染しない、
感染させないよう気を付けながら、丁寧
に清掃していました。

桜が咲く中での
作業。
散った花びらも
きれいに掃き集
める。

事
務
局
へ
電
話

５
２
-５
１
３
１

下
見
・
打
ち
合
わ
せ
・
作
業

作
業
完
了
後
、
お
客
様
が
確
認

請
求
書
の
送
付
、
お
支
払
い

お
仕
事
の
ご
依
頼
の
流
れ


